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(57)【要約】
【課題】軽量化と設計自由度の増大を図った延長管を提
供する。
【解決手段】一端が、電気掃除機（図示せず）の掃除機
本体（図示せず）に連通接続されたホース（図示せず）
の端部に設けた把手部（図示せず）に接続され、他端が
吸込具（図示せず）に接続される延長管３において、延
長管３は、電気掃除機のスタンド収納時に、掃除機本体
に設けた被係止部（図示せず）に係止される係止部１４
を有する係止具１３を備え、係止具１３は、延長管３の
長手軸方向の断面が略半円弧形状に形成されると共に、
係止具１３の半円弧面が、延長管３の側面側に締結でき
るようにしたもので、係止具１３を延長管３端部から被
せるように組み立てる必要性が無い為、延長管３の構成
・形状が限定されにくくなり、また従来の円筒形の係止
具と比較し、係止具１３の断面が半円弧状なので、軽量
化することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
一端が、電気掃除機の掃除機本体に連通接続されたホースの端部に設けた把手部に接続さ
れ、他端が吸込具に接続される延長管において、前記延長管は、前記電気掃除機のスタン
ド収納時に、前記掃除機本体に設けた被係止部に係止される係止部を有する係止具を備え
、前記係止具は、前記延長管の長手軸方向の断面が略半円弧形状に形成されると共に、前
記係止具の半円弧面が、前記延長管の側面側に締結できるようにした延長管。
【請求項２】
係止具を延長管にネジで締結するようにした請求項１に記載の延長管。
【請求項３】
係止具を延長管に締結する際に、ツメ構成による嵌合補強を加えた請求項２に記載の延長
管。
【請求項４】
係止具を延長管に締結する際に、両面テープまたは接着剤使用による締結補強を加えた請
求項２または３に記載の電気掃除機。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか１項に記載の延長管を用いた電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気掃除機等に用いる延長管ならびに電気掃除機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から用いられている電気掃除機の収納方法には、掃除機本体を床面に立て、掃除機
本体に設けられた被係止部に延長管の係止部を嵌合し、床面に対して延長管が直立するよ
うに電気掃除機を収納するスタンド収納がある。
【０００３】
　上記収納状態において、延長管を抉った際、延長管の係止部に非常に大きな力がかかる
。これによる部品外れを生じさせない為に、従来の延長管の係止部を有する係止具は、延
長管を少なくとも一部覆うように形成し、延長管との締結力を十分に確保するようにして
いた（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－３４６７４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載された従来の延長管では、係止部を有する係
止具は延長管を覆うように形成されている為、係止具の質量が大きくなり、延長管が重く
なるという課題があった。また係止具を延長管の端部から被せるように組み立てる為、係
止具で覆う箇所の形状も限定されるという課題があった。
【０００６】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、構成・形状が限定されにくく、軽量化が
図れた延長管と、使用勝手の良い電気掃除機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記従来の課題を解決するために、本発明の延長管は、一端が、電気掃除機の掃除機本
体に連通接続されたホースの端部に設けた把手部に接続され、他端が吸込具に接続される
延長管において、前記延長管は、前記電気掃除機のスタンド収納時に、前記掃除機本体に
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設けた被係止部に係止される係止部を有する係止具を備え、前記係止具は、前記延長管の
長手軸方向の断面が略半円弧形状に形成されると共に、前記係止具の半円弧面が、前記延
長管の側面側に締結できるようにしたもので、係止具を延長管端部から被せるように組み
立てる必要性が無い為、従来の係止具で延長管を覆っていた箇所において、前記延長管の
構成・形状が限定されにくくなる。また従来の延長管を覆うような円筒形の断面を持つ係
止具と比較し、係止具断面は半円弧状となっているため、従来の延長管より軽量化するこ
とができる。
【０００８】
　また、本発明の電気掃除機は、請求項１～４のいずれか１項に記載の延長管を用いたも
ので、軽量化された延長管を用いることで使用勝手の良い電気掃除機を提供することがで
きる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の延長管は、係止具を延長管端部から被せるように組み立てる必要性が無い為、
従来係止具で延長管を覆っていた箇所において、延長管の構成・形状が限定されにくくな
る。また従来の延長管を覆うような円筒形の断面を持つ係止具と比較し、係止具断面を半
円弧状にすることで軽量化することができる。そしてこの延長管を電気掃除機に用いるこ
とで使用勝手の良い電気掃除機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１における延長管を用いた電気掃除機の右側面図
【図２】同延長管の斜視図
【図３】同延長管の右側面図
【図４】同延長管の略円筒形状の中心軸における右側面からの断面図
【図５】同延長管の分解図
【図６】同延長管の接続部（床用吸込具側）の分解図
【図７】同延長管の一体成形部品の分解図
【図８】同延長管の中央部における中心軸に垂直方向の断面図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　第１の発明は、一端が、電気掃除機の掃除機本体に連通接続されたホースの端部に設け
た把手部に接続され、他端が吸込具に接続される延長管において、前記延長管は、前記電
気掃除機のスタンド収納時に、前記掃除機本体に設けた被係止部に係止される係止部を有
する係止具を備え、前記係止具は、前記延長管の長手軸方向の断面が略半円弧形状に形成
されると共に、前記係止具の半円弧面が、前記延長管の側面側に締結できるようにしたも
ので、係止具を延長管端部から被せるように組み立てる必要性が無い為、従来の係止具で
延長管を覆っていた箇所において、前記延長管の構成・形状が限定されにくくなる。また
従来の延長管を覆うような円筒形の断面を持つ係止具と比較し、係止具断面は半円弧状と
なっているため、従来の延長管より軽量化することができる。
【００１２】
　第２の発明は、特に、第１の発明の係止具を延長管にネジで締結するようにしたもので
、ネジ使用により、前記係止具の容易な部品交換が可能になると共に、前記係止具と前記
延長管との十分な締結力を確保することができる。
【００１３】
　第３の発明は、特に、第２の発明の係止具を延長管に締結する際に、ツメ構成による嵌
合補強を加えたもので、ツメ嵌合を加えることで更に締結強度が増し、係止具自体の大き
さを低減させることができる。それにより延長管への取り付け面積が減り、更に延長管の
構成・形状が限定されにくくなる。また、係止具の更なる軽量化が可能となる。またツメ
嵌合により位置決めが容易となり、組立て精度を向上させることができる。
【００１４】
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　第４の発明は、特に、第２又は第３の発明の係止具を延長管に締結する際に、両面テー
プまたは接着剤使用による締結補強を加えたもので、両面テープまたは接着剤による面接
着を加えることで更に締結強度（特にねじりに対する締結強度）が増し、係止具自体の大
きさを低減させることができる。それにより延長管への取り付け面積が減り、更に延長管
の構成・形状が限定されてにくくなる。また、係止具の更なる軽量化が可能となる。
【００１５】
　第５の発明に係る電気掃除機は、請求項１～４のいずれか１項に記載の延長管を用いた
もので、軽量化された延長管を用いることで使用勝手の良い電気掃除機を提供することが
できる。
【００１６】
　以下、図面を参照しながら本発明の延長管の好適な実施の形態について詳細に説明する
。なお、この実施の形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１７】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における延長管を用いた電気掃除機の右側面図、図２は
、同延長管の斜視図、図３は、同延長管の右側面図、図４は、同延長管の略円筒形状の中
心軸における右側面からの断面図、図５は、同延長管の分解図、図６は、同延長管の接続
部（床用吸込具側）の分解図、図７は、同延長管の一体成形部品の分解図、図８は、同延
長管の中央部における中心軸に垂直方向の断面図である。
【００１８】
　図１に示すように、本実施の形態における延長管３が接続される電気掃除機１００は、
吸引風を発生させる電動送風機（図示せず）を内蔵する掃除機本体１と、被清掃面の塵埃
を吸引する吸込具２と、一端が吸込具２に接続される本発明の延長管３と、一端が延長管
３に接続され他端が掃除機本体１に接続されるホース４とから構成されている。
【００１９】
　吸込具２は、被清掃面の塵埃を掻きあげる回転ブラシ（図示せず）と、回転ブラシ（図
示せず）を回転駆動する電動機（図示せず）を内蔵すると共に塵埃を移送する吸込具パイ
プ５を有し、この吸込具パイプ５を介して吸込具２と延長管３とが着脱自在に接続されて
いる。
【００２０】
　また、ホース４の延長管３側の端部には、使用者が掃除する際に保持する把手部６を備
えた先端パイプ７が設けられており、この先端パイプ７を介して延長管３とホース４とが
着脱自在に接続されている。さらに、ホース４の掃除機本体１側の端部には、接続パイプ
８が設けられており、この接続パイプ８を介して掃除機本体１の吸気口９とホース４とが
着脱自在に接続されている。
【００２１】
　図２及び図３に示すように、延長管３は、一端に吸込具パイプ５に接続可能な後述の接
続部３４を、他端に、先端パイプ７に接続可能な後述の第２の接続部３５を備えた略円筒
形状のパイプ体１０と、吸込具２と接続する際に吸込具パイプ５と係合する尾錠１２を覆
う第１のカバー体１１と、収納状態において掃除機本体１に設けられた溝状の被係止部（
図示せず）と嵌合する係止部１４を備えた係止具１３と、ホース４と電気的に接続する接
続ピン１６を覆う第２のカバー体１５と、パイプ体１０の中心軸線に対し第２のカバー体
１５の反対に配置された第３のカバー体１７から構成されている。
【００２２】
　ここで、延長管３に関し、略円筒形状の中心軸に対して垂直方向で、かつ電気掃除機１
００を使用する際、使用者が見ることができる方向を鉛直上方向、使用者がみることがで
きない方向を鉛直下方向と規定する。
【００２３】
　図７に示すように、繊維強化樹脂積層シート１８は略真円形状で形成されている。樹脂
支持部材１９は、後述する線材２０を収納する線材保持部材２１が嵌め合わさる棒状部分
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１９ｂと、樹脂支持部材１９の一端に吸込具パイプ５が接続可能な接続部３４と、樹脂支
持部材１９の他端に先端パイプ７が接続可能な第２の接続部３５との３点の部位が一体成
型にて構成されている。そして、樹脂支持部材１９の棒状部分１９ｂは、繊維強化樹脂積
層シート１８の両端の中心軸方向に延長されて形成されている。
【００２４】
　また、線材保持部材２１は、図７における下側部に銅メッキされたピアノ線から成る線
材２０を収納する形状で形成され、線材２０を収納した状態で、樹脂支持部材１９の棒状
部分１９ｂに嵌め合うように構成されている。このようにして、線材２０は、樹脂支持部
材１９の棒状部分１９ｂと線材保持部材２１とで、はさまれて保持される。
【００２５】
　図８に示すように、略真円形状の繊維強化樹脂積層シート１８の下側部の中央には、繊
維強化樹脂積層シート１８の両端の中心軸方向に延長されて形成された切欠き穴であるス
リット部３６が、樹脂支持部材１９の棒状部分１９ｂを許容できる長さに設けられている
。
【００２６】
　そして、線材２０を樹脂支持部材１９の棒状部分１９ｂと線材保持部材２１とではさん
で保持した状態にしたユニットを、略真円形状の繊維強化樹脂積層シート１８の下側部の
中央に設けたスリット部３６を広げることで、略真円形状の繊維強化樹脂積層シート１８
の内部に収めることができる。さらにこのように収めた状態で一体成形することでパイプ
体１０が形成される。
【００２７】
　図８に示した状態が、略真円形状の繊維強化樹脂積層シート１８の内部に、線材２０を
樹脂支持部材１９の棒状部分１９ｂと線材保持部材２１とではさんで保持した状態にした
ユニットを収めた状態の後、一体成形した断面を示すものである。
【００２８】
　つまり、図４～図８に示すように略円筒形状のパイプ体１０は、ポリオレフィン系樹脂
から成る略真円形状の繊維強化樹脂積層シート１８と、ポリオレフィン系樹脂から成る樹
脂支持部材１９と、銅メッキされたピアノ線から成る線材２０と、ポリオレフィン系樹脂
から成る線材保持部材２１から構成され、繊維強化樹脂積層シート１８と樹脂支持部材１
９と線材２０と線材保持部材２１がインサート成形により一体成形されてパイプ体１０が
完成するものである。
【００２９】
　次に上述の工程を詳しく説明すると、図８に示すように、線材保持部材２１には、パイ
プ体１０の中心軸と垂直方向に線材２０を収納できる溝部２８が設けられており、インサ
ート成形を行う前に線材２０が線材保持部材２１の溝部２８に収納されている。さらに、
線材保持部材２１の溝部２８の周囲には溶着用リブ２９が複数個所にわたって設けられて
おり、線材２０が溝部２８に収納された状態で溶着されることで、溝部２８に固着されて
いる。
【００３０】
　図８に示すように、繊維強化樹脂積層シート１８の境界部３３は鉛直下側に配置されて
いる。また、繊維強化樹脂積層シート１８の境界部３３は、インサート成形時に樹脂支持
部材１９の樹脂を流しこむことで接合されている。さらに、繊維強化樹脂積層シート１８
の境界部３３側には、線材２０と線材保持部材２１がパイプ体１０の中心軸と平行かつ繊
維強化樹脂積層シート１８の内面側に配置されており、繊維強化樹脂積層シート１８の境
界部３３は、樹脂支持部材１９の樹脂で同時に接合されている。線材２０の両端の先端部
は、パイプ体１０の中心軸と垂直方向に屈曲されている。
【００３１】
　図７及び図８に示すように、繊維強化樹脂積層シート１８のパイプ体１０の中心軸から
垂直方向外側の表面に関して、外周端部すべてがＣ面カット処理されており、Ｃ面カット
処理されている繊維強化樹脂積層シート１８の両端の外周すべてを覆うように樹脂支持部
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材１９が配置されている。
【００３２】
　また、繊維強化樹脂積層シート１８には、パイプ体１０の中心軸方向両端部の鉛直上側
に、パイプ体１０の中心軸から鉛直方向に複数個の貫通穴３０が開けられており、インサ
ート成形時に貫通穴３０に樹脂支持部材１９の樹脂が流れ込むよう構成されている。
【００３３】
　さらに繊維強化樹脂積層シート１８は、パイプ体１０の中心軸方向両端部が、鉛直上側
のみ一部延長されている延長部３１が設けられており、延長部３１のパイプ体１０の中心
軸から鉛直方向側の表面はすべて樹脂支持部材１９で覆われるよう構成されている。
【００３４】
　図４、図５、図６に示すように、パイプ体１０には、吸込具パイプ５との接続側の端面
、かつ樹脂支持部材１９の鉛直上側を覆うように第１のカバー体１１が配置されており、
パイプ体１０と第１のカバー体１１はネジ３２と第１のカバー体１１に設けられた係合部
１１ａ及び樹脂支持部材１９に設けられた係合部１９ａとの係合によって結合されている
。
【００３５】
　パイプ体１０の中心軸と第１のカバー体１１の間には、吸込具２と接続する際に吸込具
パイプ５と係合する尾錠１２が回動可能に配置されており、パイプ体１０と尾錠１２の間
に尾錠バネ２２が配置されている。また、パイプ体１０の鉛直上側、かつ吸込具パイプ５
との接続側の端面には端子収納部２３が設けられており、そこに接続端子２４が収納・保
持されている。
【００３６】
　パイプ体１０の中心軸線に対し第１のカバー体１１の反対側に配置された係止具１３は
、パイプ体１０とネジ３２と両面テープ２５で結合されており、かつ係止具１３に設けら
れた係合部１３ａで第１のカバー体１１に設けられた係合部１１ｂと係合されている。
【００３７】
　本実施の形態では、係合部１３ａと係合部１１ｂがツメ嵌合で互いに係合するようなっ
ており、係止具１３は延長管３の底面中央側に取り付けられている。
【００３８】
　また、係止具１３は、掃除機本体１を起立させたスタンド収納状態において、掃除機本
体１と嵌合する係止部１４を備えている。また、係止具１３をパイプ体１０に結合する際
の補強材料として、両面テープ２５の代わりに接着剤（図示せず）を使用しても良い。
【００３９】
　係止具１３で覆われている線材２０は、接続端子２４に接続されているリード線２４ａ
と半田接続されており、リード線２４ａはパイプ体１０に設けられた第１の配線リブ２６
ａに配線されている。
【００４０】
　パイプ体１０には、先端パイプ７との接続側の端面、かつ樹脂支持部材１９の鉛直上側
を覆うように第２のカバー体１５が配置されており、パイプ体１０と第２のカバー体１５
は、ネジ３２によって結合されている。また、パイプ体１０の鉛直上側、かつ先端パイプ
７との接続側の端面には端子収納保持部２７が設けられており、接続ピン１６が収納・保
持されている。
【００４１】
　パイプ体１０の中心軸線に対し第２のカバー体１５の反対側に配置された第３のカバー
体１７は、パイプ体１０とネジ３２で結合されており、かつ第３のカバー体１７に設けら
れた係合部１７ａで第２のカバー体１５と係合されている。また、第３のカバー体１７に
覆われている線材２０は、接続ピン１６に接続されているリード線１６ａと半田接続され
ており、リード線１６ａはパイプ体１０に設けられた第２の配線リブ２６ｂに配線されて
いる。
【００４２】
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　以上のように構成された本実施の形態における延長管３を接続した電気掃除機１００の
動作、作用は以下のとおりである。
【００４３】
　使用者が吸込具２と延長管３と掃除機本体１に接続されたホース４を接続し、電気掃除
機１００を使用して掃除を開始すると、電動送風機（図示せず）で吸引風が発生する。使
用者は、把手部６を把持することで、吸込具２を操作でき、被清掃面上の塵埃が吸込具２
から空気とともに吸引される。吸込具２から吸引された塵埃を含む空気は、延長管３及び
ホース４を介して掃除機本体１の内部へと流入し、その後集塵装置（図示せず）で塵埃の
みが捕集される。
【００４４】
　本実施の形態における延長管３の係止具１３は、係止具１３の断面を半円弧状に構成し
ているため、従来の係止具のように、延長管を覆うような円筒形の断面を持っておらず、
係止具を延長管端部から覆い被せるように組み立てる必要性が無い。
【００４５】
　そのため、従来の係止具で覆われていた延長管３の箇所において、延長管３の構成・形
状が限定されないため、構成が自由にでき、外観のデザインも自由にできる。
【００４６】
　さらに、係止具１３の断面を半円弧状にし、係止具が延長管の上部を覆い被さっていた
部分が無い分、重量の軽量化を図ることができる。
【００４７】
　上記発明は、以上の実施形態の内容に限定されるものではなく、請求項記載の範囲内に
おいて種々の変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明に係る延長管は、構成・形状が限定されることなく、軽量で、組み立てが容易で
、この延長管を電気掃除機に用いることで使用勝手の良い電気掃除機を提供することがで
きるもので、家庭、業務用を問わず各種電気掃除機に適用できる。
【符号の説明】
【００４９】
　１　掃除機本体
　２　吸込具
　３　延長管
　４　ホース
　５　吸込具パイプ
　６　把手部
　７　先端パイプ
　８　接続パイプ
　９　吸気口
　１０　パイプ体
　１１　第１のカバー体
　１１ａ、１１ｂ、１３ａ，１７ａ、１９ａ　係合部
　１２　尾錠
　１３　係止具
　１４　係止部
　１５　第２のカバー体
　１６　接続ピン
　１６ａ、２４ａ　リード線
　１７　第３のカバー体
　１８　繊維強化樹脂積層シート
　１９　樹脂支持部材
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　１９ｂ　棒状部分
　２０　線材
　２１　線材保持部材
　２２　尾錠バネ
　２３　端子収納部
　２４　接続端子
　２５　両面テープ
　２６ａ　第１の配線リブ
　２６ｂ　第２の配線リブ
　２７　端子収納保持部
　２８　溝部
　２９　溶着用リブ
　３０　貫通穴
　３１　延長部
　３２　ネジ
　３３　境界部
　３４　接続部
　３５　第２の接続部
　３６　スリット部
　１００　電気掃除機

【図１】 【図２】
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